
第３回鳥獣害防止森林区域に関する有識者会議 議事概要 

 

 

１．日 時 平成 28 年７月５日（火）14：00～16：30 

 

２．場 所 農林水産省 林野庁 AB 会議室 

 

３．議 事 

（１）鳥獣害防止森林区域に関する有識者会議報告書（案）について 

（２）その他 

 

４．出席者 別紙のとおり 

 

５．議事概要 主な意見は以下のとおり 

【はじめにについて】 

 ・ 再造林がメインになるのはやむを得ないが、剥皮被害についても触れていただきた

い。 

 ・ 施業の方法によっては獣害が増加する可能性についても記述し、森林施業と獣害対

策を一体的に進めることの重要性を明示すべき。 

【１ 鳥獣害防止森林区域について】 

 ・ シカ以外の鳥獣についても、設定方法等を示すべき。森林生態系多様性基礎調査で

は調査上カバー出来ていないところもあるように思う。シカ被害あるいは生息情報の

ある調査地点から半径何キロにすればカバーできるか検討も必要。 

 ・ 森林生態系多様性基礎調査は現地調査なので信頼度が高い。継続性、全国性を考え

ると基礎調査を基本データとして、他を補完データとするのがいいのではないか。 

 ・ ３つの基本データを合わせたものが市町村に提示できれば良いのではないか。 

 ・ 経営計画の策定において複数林班が混在する場合、対象林班だけが防止区域となる

のか。 

 ・ 人工造林を伴わない天然生林の主伐も含めて区域を設定すべき。 

・ 区域設定の見直しについて記載していただきたい。また、被害がないという情報に

ついてもあった方が親切。 

・ シカがいなかった地域でも増えるなど変化。区域については、適宜、見直しをして

いくべき。 

 ・ 一斉変更は時間的にタイトなので機械的でもやむを得ないが、経常樹立では地域の

生の声を拾うなど、地域のデータも含めることが望ましい。 

 ・ 既存の調査データの精度も差がある。地域の生の声を蓄積しながら見直しをしてい

くべき。 

【２ 鳥獣害防止対策について】 

 ・ 防護柵の修繕は市町村も予算がないため、修繕も含めた助成が必要。ある程度長い

年数をカバーしてもらいたい。 

 ・ 地域によって生息密度も違うので、地域の実情を勘案し、都道府県も含めて相談し

ながら柔軟に対応できるようにしていただきたい。 

 ・ 防護柵等、地域毎の良い例を全体で共有、改良が必要。改良への助成や修繕等維持

管理の予算も考えてほしい。 

 

 



【３ 森林経営計画について】 

 ・ 林業は中長期的なものとなるが、鳥獣害については中長期的な目標は不要。 

 ・ 中長期的な目標となると、適正密度などを設定していくことになると思うが、森林

経営計画レベルではなく、もっと上位の計画で立てるべき。 

【４ 鳥獣害の防止に関する森林経営計画の遵守状況の確認について】 

 ・ 計画終了時に被害が発生していなかったかの確認では、割合的にどの程度許容され

るか。経済林として成り立つことを担保する基準を設けて指導することも必要。 

 ・ 経済林として成立可能かどうかに特化した評価方法とすべき。 

 ・ 市町村の事務負担が大きいため、写真による検査は良い。 

 ・ 鳥獣害の防止の方法として捕獲を行うこととした場合の確認をどのように行うか検

討が必要。 

 ・ 森林総合監理士には、研修で鳥獣被害と対策に関する知見を深めてもらいたい。 

 ・ 重大な過失とはどんな場合が想定されるか具体的に示すべき。 

【５ その他について】 

 ・ 農地周辺の対策である鳥獣被害防止総合対策交付金、生息密度を下げる目的の指定

管理鳥獣捕獲等事業、それぞれ鳥獣害防止森林区域とは目的が違うが活用は可能なの

か。 

 ・ 鳥獣被害防止総合対策交付金は農業だけというイメージだが林業も含む。後発では

あるが主張していくべき。 

 

以上 



（別紙）

「第３回鳥獣害防止森林区域に関する有識者会議」出席者名簿

◇有識者 （五十音順、敬称略）

氏 名 職 名

足立 孝明 公益社団法人埼玉県農林公社森林局経営・森林施設担当 副課長

上田 善浩 徳島県那賀郡那賀町林業振興課 副課長 兼 森林管理サポートセ

ンター室長

小泉 透 国立研究開発法人森林総合研究所 研究ディレクター

佐藤 繁 長野県林務部森林づくり推進課 鳥獣対策・ジビエ振興室室長

佐野 真 国立研究開発法人森林総合研究所 森林管理研究領域長

中川 辰男 れいなん森林組合 代表理事組合長

濱﨑 伸一郎 (株)野生動物保護管理事務所 代表取締役

藤木 大介 兵庫県立大学自然・環境科学研究所 准教授

湊谷 雅浩 北海道白糠郡白糠町経済部経済課 主幹

◇林野庁

宮澤 俊輔 研究指導課長

宇野 聡夫 計画課 首席森林計画官

吉村 洋 整備課 造林間伐対策室長

森山 昌人 研究指導課 森林保護対策室長

﨑野 健輔 経営企画課 国有林野生態系保全室長
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